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て
い
た
が
、
実
際
に
現
地
に

行
く
と
た
く
さ
ん
人
手
が
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
」。
専

修
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
プ

ロ
グ
ラ
ム
参
加
を
機
に
、
行

動
す
る
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

２
月
に
再
訪
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
う
予
定
だ
。

　
上
原
慎
平
さ
ん
（
法
３
）

は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
サ
ッ
カ
ー

を
手
本
に
し
た
子
ど
も
サ
ッ

カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
運
営
す

る
。
指
導
方
針
は
「
ほ
め
て

伸
ば
す
」。
マ
ラ
ド
ー
ナ
、

メ
ッ
シ
な
ど
を
生
み
だ
し
た

特
別
な
指
導
法
が
あ
る
は
ず

と
、
１
年
次
に
知
人
を
介
し

て
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
数

チ
ー
ム
で
指
導
者
研
修
を
受

け
た
。
教
わ
っ
た
の
は
「
サ

ッ
カ
ー
を
教
え
る
だ
け
の
指

導
者
に
は
な
る
な
。
自
分
の

人
間
性
を
磨
け
」。
昨
年
４

月
か
ら
幼
な
じ
み
の
割
谷
将

さ
ん
（
二
部
法
３
）
と
東
京

都
三
鷹
市
で
週
１
回
、
小
学

生
12
人
に
教
え
て
い
る
。

　『赤毛のアン』（Anne of Green Gables, 
1908）の舞台となったカナダのプリン

スエドワード島は、日本からの訪問客

も多い人気の観光地である。モデルに

なった家「グリーンゲイブルズ」に

は、アンをはじめマリラやマシュー

の部屋もあ

り、本当に

アンの家に遊びに行っているような感

覚を楽しむことができる。独特の赤土

や緑豊かな光景、「輝く湖水」（Lake of 

Shining Waters）など、街全体がさな

がらテーマパークであるかのようだ。

　アニメのロケ地をめぐる「聖地巡

礼」が地域振興などさまざまな観点か

ら注目されているが、外国語学習にお

いては私たちそれぞれが「聖地」を持

つことができるかどうかが、実はとて

も大事なことである。バイブルとなる

ほど特定の物語に深く入り込むこと

で、見知らぬ外国がより身近なことば

や文化になる。さまざまな物語から私

たちは人々の暮らしや心情、風景、社

会のあり方や歴史、課題など数多くの

ことを学ぶことができる。グローバル

化や多様性が叫ばれる一方で、実はロ

ーカルな世界をめぐるさまざまな状

況、人々の暮らしは見えにくくなって

いる面もある。人生のあり方は決して

一様ではな

い。

　外国旅行は大学生にとって簡単では

ないかもしれないが、大事な物語を持

つことでいつか行ってみたいという想

いを育むことも有効であろう。思い入

れのある物語を在学中に持つことがで

きるならば、将来、自分の足跡をふり

かえるよりどころにもなる。さまざま

な外国の物語に触れることで自分だけ

の「聖地」を見いだしていってほし

い。（比較メディア文化研究）

※短縮版。全文はＣＡＬＬ教室ホーム

ページで。
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「聖地巡礼」のすすめ

中垣　恒太郎　文学部教授

グ
リ
ー
ン
ゲ
イ
ブ
ル
ズ

　
学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会

貢
献
な
ど
に
創
造
的
に
取
り

組
み
、
成
果
を
上
げ
た
学
生

を
表
彰
す
る
第
19
回
育
友
会

奨
励
賞
の
表
彰
式
が
12
月
15

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
た
。
個
人
９
人
と
２
団

体
に
佐
々
木
悟
育
友
会
長
か

ら
賞
状
と
奨
励
金
が
授
与
さ

れ
た
。

　
石
川
雄
也
さ
ん
（
経
営

１
）
は
昨
年
９
月
、
西
日
本

豪
雨
で
被
災
し
た
岡
山
県
倉

敷
市
真
備
町
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
赴
き
、
家
屋
の
復

旧
作
業
を
手
伝
っ
た
。「
被
害

の
大
き
さ
は
ニ
ュ
ー
ス
で
見

第
19
回
育
友
会
奨
励
賞 

９
人
と
２
団
体

受
賞
者
と
テ
ー
マ

※
敬
称
略

【
個
人
】
本
田
英
寿
（
経
済

３
）「
ド
イ
ツ
サ
ッ
カ
ー
留
学

で
得
た
こ
と
」
▽
上
原
慎
平

（
法
３
）「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

サ
ッ
カ
ー
と
人
間
教
育
」
▽

宮
澤
俊
太
朗
（
法
４
）「
自

ら
骨
を
埋
め
た
い
と
思
え
る

道
を
決
め
る
ま
で
の
、
激
動

の
大
学
生
活
４
年
間
」
▽
中

村
剛
士
（
経
営
３
）「
３
つ

の
自
己
改
革
に
よ
っ
て
摑
ん

だ
栄
光
」
▽
石
川
雄
也
（
経

営
１
）「
西
日
本
豪
雨
復
興

作
業
」
▽
大
関
稔
（
商
４
）

「
私
と
囲
碁
」
▽
三
好
涼
太

（
商
３
）「
前
を
向
く
と
い
う

こ
と
」
▽
鈴
木
渚
々
美
（
文

４
）「『
こ
と
ば
』
の
力
を
伝

え
て
い
き
た
い
」
▽
渡
辺
理

沙
（
文
２
）「
チ
ア
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
と
社
会
知
性
」

【
団
体
】
歴
巡
（
代
表

山

口
里
沙
・
商
３
）「『
歴
巡
』

と
い
う
活
動
を
通
し
て
」
▽

ベ
ト
ナ
ム
調
査
隊
（
代
表

青
木
真
美
・
商
３
）「〝
人

財
〞
と
し
て
の
外
国
人
受
け

入
れ
に
対
す
る
現
状
と
実

態
、
課
題
と
展
望
」

佐
々
木
育
友
会
長
（
前
列
左
か

ら
２
人
目
）
と
受
賞
者
た
ち

籐のピアス 企画・製造

都
伝
統
工
芸
品
展
に
出
品

授
業
を
通
し
て
、
学
生
の
自

主
性
を
育
て
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
今
回
の
企
画
は
予
想

以
上
の
出
来
栄
え
で
、
ほ
か

の
学
生
に
と
っ
て
も
刺
激
に

な
っ
た
と
思
う
」と
話
し
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
（
オ
ー
ジ
ー
ボ
ー

ル
）
愛
好
会
「
専
修
パ
ワ
ー

ズ
」
が
２
０
１
８
ト
ッ
プ
リ

ー
グ
で
連
覇
を
達
成
し
た
。

学
生
チ
ー
ム
と
し
て
連
覇
は

初
め
て
。

　
発
祥
地
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
国
民
的
人
気
を
誇
る

オ
ー
ジ
ー
ボ
ー
ル
。
日
本
で

は
学
生
２
、
社
会
人
３
の
計

５
チ
ー
ム
が
総
当
た
り
で
２

巡
し
て
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、

さ
ら
に
上
位
チ
ー
ム
に
よ
る

フ
ァ
イ
ナ
ル
シ
リ
ー
ズ
で
年

間
優
勝
が
決
定
す
る
。

　
専
修
パ
ワ
ー
ズ
は
今
季
、

リ
ー
グ
戦
を
８
戦
全
勝
し
フ

ァ
イ
ナ
ル
シ
リ
ー
ズ
に
進
出

し
た
。

　
12
月
８
日
開
催
の
決
勝
で

は
、
在
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

人
中
心
で
リ
ー
グ
ト
ッ
プ
の

実
力
を
誇
る
「
東
京
ゴ
ア
ナ

ー
ズ
」
と
対
戦
。
激
し
い
ぶ

つ
か
り
合
い
と
な
っ
た
が
、

68
｜
39
で
勝
利
し
た
。

　
63
人
の
部
員
を
ま
と
め
る

キ
ャ
プ
テ
ン
の
長
坂
京
平
さ

ん
（
人
間
科
学
３
）
は
「
連

覇
に
向
け
昨
年
よ
り
練
習
量

を
増
や
し
た
。
約
１
年
間
、

一
緒
に
耐
え
抜
い
た
メ
ン
バ

ー
全
員
の
努
力
が
報
わ
れ
て

う
れ
し
い
」
と
話
す
。

　
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
輝
い
た
高
橋
健

人
さ
ん
（
ネ
ッ
ト
情
報
４
）

は
「
仲
間
の
声
が
闘
志
を
か

き
立
て
て
く
れ
た
。
同
期

と
、
た
く
さ
ん
の
後
輩
に
感

謝
し
た
い
」
と
喜
び
を
爆
発

さ
せ
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

３
年
次
生
の
必
修
科
目
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
最
終
成
果

発
表
会
が
12
月
15
日
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

今
年
度
は
28
チ
ー
ム
が
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
で
制
作
し
た
作

品
を
展
示
し
た
。

　
沼
晃
介
・
安
藤
映
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
遊
び
な
が
ら
動
物

の
生
態
を
学
ぶ
四
つ
の
体
感

型
ゲ
ー
ム
を
発
表
し
た
。
回

し
て
動
か
す
ボ
ー
ル
型
、
足

で
操
作
す
る
マ
ッ
ト
型
な
ど

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
が
特
徴

で
、
多
く
の
来
場
者
が
体
験

し
た
。
９
月
に
は
川
崎
市
内

で
子
ど
も
向
け
体
験
会
を
開

催
。
代
表
の
大
友
瑞
希
さ

ん
は
「『
も
う
一
度
や
り
た

い
』
と
い
っ
た
感
想
を
聞

き
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

Ｖ２を果たし喜びを爆発させる専修パワーズのメンバー

専修パワーズＶ２
オージーボールトップリーグ

た
」
と
話
し
た
。

　
Ａ
Ｉ
の
可
能
性
を
探
っ
た

の
は
尾
形
幹
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
Ａ
Ｉ
の
音
声
認
識
、
発

話
、
翻
訳
の
機
能
に
着
目

し
、
日
本
語
、
英
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
、
韓
国
語
の
会
話
を

翻
訳
し
、
発
話
す
る
ツ
ー
ル

を
作
っ
た
。
開
発
に
は
本
学

で
学
ぶ
外
国
人
留
学
生
も
協

力
。
代
表
の
原
田
拓
海
さ
ん

は
「
留
学
生
の
皆
さ
ん
に
テ

ス
ト
し
て
も
ら
っ
て
初
め
て

分
か
っ
た
こ
と
が
多
く
、
も

の
づ
く
り
の
難
し
さ
を
実
感

し
た
」
と
語
っ
た
。

　
飯
田
周
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
）
作
品
づ
く
り
に

取
り
組
ん
だ
。
プ
レ
ー
ヤ
ー

は
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
と
一
緒
に

低
周
波
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
を
腕

に
装
着
。
視
覚
、
聴
覚
に
加

え
て
触
覚
を
刺
激
さ
れ
る
も

の
で
、
来
場
者
は
リ
ア
ル
な

体
験
を
楽
し
ん
だ
。

ネ
ッ
ト
情
報
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

最
終
成
果
発
表
会

ボール型コントローラーを操作する来場者

（沼・安藤プロジェクト）

て
い
な
い
。
籐
は
し
な
や
か

さ
と
強
さ
が
魅
力
的
」
と
話

す
。
木
下
さ
ん
、
中
石
さ
ん

も
賛
同
し
、
和
服
に
も
似
合

う
籐
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作

ろ
う
と
思
い
立
っ
た
。

　
籐
製
品
の
製
造
販
売
を
し

て
い
る
木
内
籐
材
工
業
（
東

京
都
文
京
区
）
を
探
し
、
実

際
に
通
っ
て
籐
に
つ
い
て
学

ん
だ
。
デ
ザ
イ
ン
に
関
し
て

は
ネ
ッ
ト
や
本
を
調
べ
、
ア

ク
セ
サ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
見

て
歩
い
た
。

　
試
作
を
繰
り
返
し
、
花
な

ど
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ピ
ア

ス
が
完
成
し
た
。
籐
は
軽

く
、
大
ぶ
り
に
し
て
も
耳
に

負
担
が
か
か
ら
な
い
。
水
引

と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

華
や
か
さ
も
出
し
た
。

　
木
内
籐
材
工
業
が
製
造
販

売
し
、
１
月
18
日
（
金
）
か

ら
23
日
（
水
）
ま
で
新
宿
高

島
屋
で
開
催
の
東
京
都
伝
統

工
芸
品
展
（
東
京
都
主
催
）

で
展
示
販
売
。
ネ
ッ
ト
で
も

取
り
扱
い
を
始
め
る
。

　「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
若
い
女

性
に
し
ぼ
り
、
ど
ん
な
商
品

に
す
る
か
、
販
売
ツ
ー
ル
を

ど
う
す
る
の
か
を
自
分
た
ち

で
考
え
、
実
際
に
行
動
す
る

こ
と
は
と
て
も
刺
激
的
だ
っ

た
」
と
木
下
さ
ん
。
中
石
さ

ん
は
初
め
て
の
デ
ザ
イ
ン
、

籐
製
品
づ
く
り
に
苦
労
し
た

と
い
う
。「
パ
ー
ル
な
ど
を

少
し
あ
し
ら
う
と
シ
ッ
ク
に

な
り
和
の
テ
イ
ス
ト
が
強
く

な
っ
た
。
作
る
作
業
も
大
変

だ
っ
た
が
、
楽
し
い
時
間
で

も
あ
っ
た
」

　
井
関
さ
ん
は
「
最
初
は
先

が
見
え
な
く
て
も
諦
め
ず
に

一
つ
一
つ
取
り
組
ん
で
い
っ

た
。
自
分
で
限
界
を
決
め
な

い
こ
と
が
大
切
だ
と
学
ん

だ
」
と
語
っ
た
。

　
神
原
教
授
は
「
実
践
的
な

　
取
り
組
ん
だ
の
は
３
年
次

の
井
関
麻
祐
さ
ん
、
木
下
澄

香
さ
ん
、
中
石
千
夏
さ
ん
の

３
人
。
同
ゼ
ミ
で
は
企
業
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連

携
し
、
商
品

開
発
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
な
ど
を

行

っ

て

い

る
。

　
井
関
さ
ん

は
も
と
も
と

興
味
の
あ
っ

た
伝
統
工
芸

に
焦
点
を
あ

て

た
。「

伝

統
工
芸
は
若

い
人
に
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ

　
籐と

う

を
ベ
ー
ス
に
カ
ラ
フ
ル
な
水
引
を
あ
し
ら
っ
た
ピ
ア
ス
を
商
学
部
・

神
原
理
ゼ
ミ
生
が
企
画
・
製
造
し
、
東
京
都
伝
統
工
芸
品
展
に
出
品
す

る
。
ネ
ッ
ト
販
売
も
予
定
し
て
お
り
、
若
い
女
性
に
親
し
ま
れ
る
ア
ク
セ

サ
リ
ー
の
普
及
を
目
指
す
。

中石さん、井関さん、

木下さん ＝写真左から

 商・神原ゼミ


